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最大加速度 水平X 水平Y 垂直Z
1　　・　　・　　・　　・　　…　　　　　　　　　．　　一　　・　　．　　■　　一　　・　　．　　・　　・　　． …　　　　　　　　　■　　…　　　　　　　　　一　　■　　．　　・　　…　　　　　　　　　一　　…　　　　　　　　　一 i　‘　…　　　　　　　一　一　一　　■　・　　．　　・　　1　　■　　■　　■　　一　　■　　■
（最大搭載時） 0．9G以上 0，9G以上 1．5G以上
最大速度 水平X 水平Y 垂直Z
一　　■　　■　　一　　一　　■　　■　　・　　・　　．　　一　　・　　…　　　　　　　　一　　一　　■　　■ ■　　一　　一　　■　　■　　一　　■　　一　　■　　■　　・　　・　　一　　・　　．　　・　　・　　1　　一 ■　　一　一　　■　　■　　一　■　．　　・　・　　I　　I　　一　．　　・　　…　　　　　　　一
（3軸同時，2秒以上） 130cm／s 200㎝ノs 70cm／s
最大変位 水平X 水平Y 垂直Z
・　．　一　．　．　．　　■　　I　・　・　　．　　・　　・　・　・　・　… ・　　．　　・　　・　　一　　一　　・　　・　　一　　一　　I　　・　　■　　1　　・　　1　　・　　・　　■ ・　■　・　…　　　　　　．　一　一　一　　一　■　一　一　■　■　■　・　・
±0．5m ±1m ±0．5m













サーボ弁 水平用 X 10台 15，OOO皿／mi・ノ台
Y 15台 同上
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図12（a）
Fig．12（a）
X軸変位指令
機器別作動確認試験　最大変位波形（X1加振
機）
Wave　Form　at　Maximum　Actuator　Dis－
p1acement（act．一X1，Unit　perfomance　test）1
図12（b）
Fig．12（b）
Z軸11変位指令
機器別作動確認試験　最大変位波形（Z1加
振機）
Wave　Form　at　Maximum　Actuator　Dis－
p1acement（act．一Z1，Unit　perfomance　test）．
X刺1変位 Z軸変位
図13（a）
Fig．13（a）
基本性能試験　最大変位波形
（X軸方向，O．02Hz±1000mm）
Wave　Form　at　Maximum　Table　Displace－
ment（X－axis，Basic　perfomance　test，0．02
Hz±1000mm）．
図13（b）
Fig．13（b）
基本性能試験　最大変位波形
（Z軸方向，0．02Hz±500mm）
Wave　Form　at　Maximum　Tab1e　Disp1ace－
ment（Z－axis，Basic　perfomance　test，O．02
Hz±500mm．
一184一
実大三次元震動破壊実験施設の開発（I）一大谷ほか
録変位で行う．図12（a），（b）に機器別作動確認試験の結
果を，図13（a），（b）に基本性能試験の結果を示す．
6．おわりに
　本報告は，阪神・淡路大震災発生から約3年を経過し
た時点までの実大三次元震動破壊実験施設に対する研究
開発を取りまとめたものである．本施設の建設に係わる
予算が，平成10年度一般会計政府原案に盛り込まれ，新
年度より具体的な建設に向けての種々の作業が開始され
ることとなるので，建設作業開始を前に，これまでの進
捗状況を取りまとめたものである．
　なお，詳細な内容，特に要素技術開発の確証試験デー
タ等については，次報にて取りまとめを行う予定である．
実大三次元震動破壌実験施設の建設計画の検討に当たっ
ては，科学技術庁に設けられた各種委員会及び当所に設
けた「大型三次元震動実験施設技術検討委員会（委員長：
柴田碧東大名誉教授）」において多くの研究者及び関係機
関の専門家のご支援・ご協力を頂きました．ここに記し
て，厚く御礼申し上げます．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨
　阪神淡路大震災は，周知のように，震源近傍では極めて強い地震動が発生し，それによる予想外の大被害が起こ
りうることを示した．これを契機に構造物の振動破壊に対する関心が再び高まり，当研究所がそれまで持っていた
大型三次元振動台構想も新たな視点から取り組みが開始されることとなった．地上にある実物規模の構造物の破壊
を再現し，他の様々な手法，実験手段とも連携して破壊の解明を目指すことが基本的な目標として位置づけられた．
また，この施設は現在の一次元大型振動台の有する利用面での特長を受け継ぐものである．計画提案後さまざまな
側面からの評価検討が行われ，振動実験施設は単独の施設として存在するのではなく，地震防災研究基盤の新たな
展開の中に位置づけられることになった．これら種々の検討，準傭及び平成7年度より取り組んでいる要素技術開
発の成果を受けて平成10年度から建設計画が具体的に進展することとなった．本論は，この計画を進めるに当たっ
てこれまでの計画検討の概要，要素技術開発の現状などを要約して取りまとめたものである．
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一185一
